
埼 玉 県 国 際 交 流 員 取 扱 要 綱  

 

（ 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 県 民 生 活 部 長 決 裁 ）  

（ 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 最 終 改 正 ）  

 

 

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条   こ の 要 綱 は 、国 際 交 流 員（ 語 学 指 導 等 を 行 う 外 国 青 年 招 致 事 業

等 に よ り 任 用 さ れ る 者 で 国 際 交 流 活 動 に 従 事 す る 外 国 青 年 を い う 。以

下 同 じ 。） の 報 酬 そ の 他 の 勤 務 条 件 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の

と す る 。  

２  こ の 要 綱 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は 、地 方 公 務 員 法（ 昭 和 ２ ５ 年

法 律 第 ２ ６ １ 号 ）そ の 他 の 法 令 、県 の 条 例・規 則 及 び 会 計 年 度 任 用 職

員 取 扱 要 綱 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 

 （ 国 際 交 流 員 の 職 務 ）  

第 ２ 条   国 際 交 流 員 は 、 所 属 長 の 指 示 に よ り 、 次 に 定 め る 職 務 を 行 う 。 

  一   国 際 化 推 進 事 業 に 関 す る こ と 。  

  二   県 及 び 市 町 村 等 の 国 際 交 流 事 業 に つ い て の 助 言 、相 談 に 関 す る こ    

と 。  

  三   翻 訳 及 び 通 訳 に 関 す る こ と 。  

  四   そ の 他 所 属 長 が 必 要 と 認 め た こ と 。  

２  国 際 交 流 員 は 、そ の 職 務 を 遂 行 す る に 当 た っ て 、法 令 等 及 び 上 司 の

職 務 上 の 命 令 に 忠 実 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 任 用 期 間 ）  

第 ３ 条  国 際 交 流 員 の 任 期 は 、１ 会 計 年 度 を 超 え な い 範 囲 内 と し 、任 期

の 初 日 と し て 県 が 定 め る 日（ 以 下「 任 用 期 間 の 初 日 」と い う 。）か ら 同

年 度 ３ 月 ３ １ 日 ま で （ 以 下 「 前 半 任 期 」 と い う 。） と す る 。  

２  前 項 の 国 際 交 流 員 を 翌 年 度 も 引 き 続 き 任 用 す る 場 合 の 任 期 は 、４ 月

１ 日 か ら 任 用 期 間 の 初 日 を 起 算 日 と し て １ 年 を 経 過 す る 日 ま で（ 以 下

「 後 半 任 期 」 と い う 。） と す る 。  

３  前 ２ 項 に よ り 国 際 交 流 員 を 任 用 し た 場 合 に は 、後 半 任 期 の 末 日 を も

っ て 任 用 期 間 の 満 了 と す る 。  

４  県 は 、必 要 に 応 じ 、前 半 任 期 と 後 半 任 期 を 合 わ せ た 任 用 期 間 を １ 年



に 満 た な い 期 間 と す る こ と が で き る 。  

 

 （ 勤 務 日 及 び 勤 務 時 間 ）  

第 ４ 条  勤 務 日 は 、 原 則 と し て 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 週 ５ 日 と し 、  

 １ 日 に お け る 正 規 の 勤 務 時 間 は 、休 憩 時 間（ ６ ０ 分 ）を 除 き ７ 時 間 と

す る 。  

 

 （ 報 酬 ）  

第 ５ 条   報 酬 は 、 通 算 の 任 用 期 間 に 応 じ 別 表 第 １ の と お り と す る 。  

２   国 際 交 流 員 が 月 の 中 途 で 任 用 さ れ 、又 は 退 職（ 死 亡 に よ る 退 職 を 除

く 。）し た 場 合 の 報 酬 は 、報 酬 の 月 額 に 勤 務 し た 日 数 を 乗 じ 、そ の 額 を

月 の 初 日 に 任 用 さ れ た も の と し た 場 合 の 勤 務 す べ き 日 数 で 除 し て 得

た 額 と す る 。  

３   前 ２ 項 の 報 酬 は 、毎 月 ２ １ 日（ そ の 日 が 休 日 又 は 勤 務 を 要 し な い 日

に 当 た る と き は 、そ の 日 前 に お い て そ の 日 に 最 も 近 い 勤 務 を 要 す る 日 。

次 項 に お い て 「 支 給 定 日 」 と い う 。） に 支 給 す る 。  

４  報 酬 の 支 給 定 日 後 に お い て 任 用 さ れ た 場 合 又 は 報 酬 の 支 給 定 日 前

に お い て 退 職 、若 し く は 死 亡 し た 場 合 に は 、そ の 際 に 報 酬 を 支 給 す る 。 

５   国 際 交 流 員 が 休 日 及 び 第 ７ 条 等 に 定 め る 有 給 休 暇 を 除 く ほ か 、正 規

の 勤 務 時 間 に 勤 務 し な か っ た 場 合 は 、 そ の 勤 務 し な い １ 時 間 に つ き 、

報 酬 の 月 額 を 、そ の 月 の 勤 務 す べ き 時 間 数 で 除 し て 得 た 額 を 減 額 し て

報 酬 を 支 給 す る 。た だ し 、月 の 初 日 か ら 末 日 ま で の 期 間 の 全 日 数 に わ

た っ て 勤 務 し な い 場 合 の 減 額 す べ き 額 は 、そ の 月 の 報 酬 の 全 額 と す る 。 

６   前 項 の 勤 務 し な か っ た 時 間 の 計 算 に 当 た っ て は 、当 該 勤 務 し な か っ

た 時 間 の 属 す る 月 に お け る す べ て の 勤 務 し な か っ た 時 間 を 合 計 し て

行 う も の と し 、こ の 場 合 に お い て そ の 時 間 数 に １ 時 間 未 満 の 端 数 を 生

じ た と き は 、そ の 端 数 が ３ ０ 分 以 上 の と き は １ 時 間 と し 、３ ０ 分 未 満

の と き は 切 り 捨 て る も の と す る 。  

 

 （ 費 用 弁 償 等 ）  

第 ６ 条   県 は 、外 国 か ら 招 致 す る 国 際 交 流 員 に 対 し 、そ の 赴 任 及 び 帰 国

に 当 た り 、成 田 国 際 空 港 又 は 東 京 国 際 空 港（ 羽 田 空 港 ）と 本 国 国 際 空

港 間 の 航 空 賃 、成 田 国 際 空 港 又 は 東 京 国 際 空 港 使 用 料 及 び 住 居 地 と 成

田 国 際 空 港 又 は 東 京 国 際 空 港 間 の 国 内 旅 費 を 支 給 す る 。た だ し 、帰 国

の た め の 旅 費 の 支 給 は 、国 際 交 流 員 が 第 ３ 条 に 定 め る 任 用 期 間 満 了 後 、



１ 月 以 内 に 日 本 に お い て 県 又 は 第 三 者 と 雇 用 関 係 に 入 る こ と な く 、か

つ 、 １ 月 以 内 に 帰 国 の た め に 日 本 を 出 発 す る 場 合 に 限 る 。  

２  前 項 の 規 定 に 関 わ ら ず 、本 人 の 責 に 因 ら な い 理 由 に よ り 任 用 期 間 満

了 前 に 帰 国 す る 場 合 で 、 特 に 所 属 長 が や む を 得 な い と 認 め た と き は 、

帰 国 旅 費 を 支 給 す る こ と が で き る 。  

３   県 は 、国 際 交 流 員 が 正 当 な 理 由 が な く 極 め て 初 期 の 段 階 で 帰 国 し た

場 合 等 に よ っ て 実 際 に 被 っ た 損 害 に つ い て 賠 償 を 求 め る こ と が で き

る 。  

４   国 際 交 流 員 の 住 居 等 に 要 す る 経 費 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  

５   退 職 金 は 支 給 し な い 。  

 

 （ 年 次 有 給 休 暇 ）  

第 ７ 条  年 次 有 給 休 暇 の 付 与 日 数 は 、任 用 期 間 に 応 じ て 別 表 第 ２ の と お

り と し 、 前 半 任 期 の 初 日 に 付 与 す る 。  

２  国 際 交 流 員 は 、年 次 有 給 休 暇 を 分 割 又 は 連 続 し て 取 得 す る こ と が で

き る 。こ の 年 次 有 給 休 暇 は 、１ 日 、１ 時 間 又 は ３ ０ 分 を 単 位 と し て 取

得 す る こ と が で き 、１ 時 間 又 は ３ ０ 分 を 単 位 と す る 年 次 有 給 休 暇 を 日

に 換 算 す る 場 合 は 、 ７ 時 間 を も っ て １ 日 と す る 。  

３   第 ３ 条 に 定 め る 任 用 期 間 満 了 後 、県 が 国 際 交 流 員 を 再 度 任 用 す る 場

合 に は 、２ ０ 日 を 限 度 と し て 年 次 有 給 休 暇 を 次 の 任 用 期 間 に 繰 り 越 す

こ と が で き る も の と す る 。  

 

 （ 特 別 休 暇 ）  

第 ８ 条  地 震 、水 害 、火 災 そ の 他 の 災 害 に よ り 次 の い ず れ か に 該 当 す る

場 合 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 場 合 で 、国 際 交 流 員 が 勤 務 し な い こ と が 相

当 で あ る と 認 め ら れ る と き は 、そ の 都 度 必 要 と 認 め ら れ る 期 間 に つ い

て 有 給 休 暇 と す る 。  

一  国 際 交 流 員 の 現 住 居 が 滅 失 し 、又 は 損 壊 し た 場 合 で 、当 該 国 際 交

流 員 が そ の 復 旧 作 業 等 を 行 い 、 又 は 一 時 的 に 避 難 し て い る と き 。  

二  国 際 交 流 員 及 び 当 該 国 際 交 流 員 と 同 一 の 世 帯 に 属 す る 者 の 生 活

に 必 要 な 水 、食 料 等 が 著 し く 不 足 し て い る 場 合 で 、当 該 国 際 交 流 員

以 外 に は そ れ ら の 確 保 を 行 う こ と が で き な い と き 。  

 

 （ 病 気 休 暇 ）  

第 ９ 条  病 気 休 暇（ 公 務 上 の 負 傷 若 し く は 疾 病 、又 は 通 勤 に よ る 負 傷 若



し く は 疾 病 に 係 る 療 養 を 必 要 と す る 場 合 を 除 く 。） の 取 得 期 間 は 、 病

気 又 は 負 傷 の た め 勤 務 し な い こ と が や む を 得 な い と 認 め ら れ る 必 要

最 少 限 の 期 間 と し 、そ の 取 得 開 始 の 日 を 起 算 日 と し て ９ ０ 日（ 勤 務 を

要 し な い 日 及 び 休 日 を 含 む 。 次 項 の 日 数 に お い て 同 じ 。） を 超 え る こ

と が で き な い 。  

２   国 際 交 流 員 は 、連 続 し て ３ 日 を 超 え る 病 気 休 暇 を 取 得 す る 場 合 及 び

第 １ ０ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 定 め る 休 職 の 申 請 を す る 場 合 は 、医 師 の 診 断

書 を 所 属 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

３  病 気 休 暇 を 承 認 さ れ た 期 間 と 期 間 の 間 が ７ 日 に 満 た な い と き は 、そ

れ ら の ２ の 期 間 は 連 続 す る も の と み な す 。  

４   病 気 休 暇 の 取 得 期 間 中 の 報 酬 の 支 給 は 、取 得 開 始 の 日 を 起 算 日 と し

て 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

  一   ３ ０ 日 に 達 す る ま で の 日  全 額 支 給  

 二  ３ ０ 日 を 超 え ６ ０ 日 に 達 す る ま で の 日  半 額 支 給  

 三  ６ ０ 日 を 超 え た 日  支 給 な し  

 

 （ 休 職 ）  

第 １ ０ 条   県 は 、国 際 交 流 員 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、そ の

意 に 反 し て こ れ を 休 職 さ せ る こ と が で き る 。  

  一  病 気 又 は 負 傷 、そ の 他 や む を 得 な い 理 由 に よ り 勤 務 で き な い 日 が

連 続 し て ９ ０ 日 を 超 え る 場 合  

 二  刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 さ れ た 場 合  

２   前 項 の 場 合 に お い て 、そ の 休 職 の 期 間 中 の 報 酬 の 支 給 は 、次 の 各 号  

に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

  一   第 一 号 の 場 合  支 給 な し  

 二   第 二 号 の 場 合  報 酬 の ６ 割 相 当 額 を 支 給  

 

 （ 服 務 ）  

第 １ １ 条  国 際 交 流 員 は 、こ の 要 綱 及 び 法 令 等 に 定 め が あ る 場 合 を 除 く

ほ か 、そ の 勤 務 時 間 及 び 職 務 上 の 注 意 力 の す べ て を そ の 職 務 遂 行 の た

め に 用 い な け れ ば な ら な い 。  

２  国 際 交 流 員 は 、Ｊ Ｅ Ｔ プ ロ グ ラ ム の 目 的 を 十 分 理 解 し た 上 で 、そ の

職 務 に 専 念 す る も の と し 、営 利 企 業 を 営 む こ と を 目 的 と す る 会 社 の 役

員 を 兼 ね 、若 し く は 自 ら 営 利 企 業 を 営 み 、又 は 報 酬 を 得 て い か な る 事

業 若 し く は 事 務 に も 従 事 す る こ と の な い よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 



３  前 項 の い ず れ か の 行 為 を 行 う 場 合 又 は 組 織 の 役 員 と な る 場 合 は 、事

前 に 所 属 長 に 届 け な け れ ば な ら な い 。  

４  国 際 交 流 員 は 、セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト や 妊 娠・出 産・育 児 休 業

等 に 関 す る ハ ラ ス メ ン ト 、パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト を 疑 わ れ る 言 動 に よ っ

て 他 の 職 員 に 不 快 感 を 与 え 、 就 業 環 境 を 妨 害 し て は な ら な い 。  

５  国 際 交 流 員 は 、 そ の 勤 務 に 関 し て 、 宗 教 活 動 を 行 っ て は な ら な い 。 

 

 （ 公 務 災 害 以 外 の 損 害 補 償 ）  

第 １ ２ 条  県 は 、外 国 か ら 招 致 す る 国 際 交 流 員 に つ い て 、海 外 損 害 保 険

契 約 の 締 結 に よ り 、当 該 国 際 交 流 員 が 公 務 上 の 災 害 又 は 通 勤 に よ る 災

害 以 外 の 災 害 を 受 け た 場 合 に お け る 損 害 補 償 に つ い て 配 慮 す る も の

と す る 。  

 

   附   則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附   則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ２ 年 ７ 月 ２ ７ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ３ 年 ６ 月 ２ ５ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ４ 年 ８ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則  

 こ の 要 綱 は 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

  



 

別 表 第 １   

通 算 の 任 用 期 間  適 用 号 給  報 酬 月 額  

１ 年 目  

（ １ 年 以 内 ）  
１  ２ ８ 万 円  

２ 年 目  

（ １ 年 を 超 え ２ 年 以 内 ）  
２  ３ ０ 万 円  

３ 年 目  

（ ２ 年 を 超 え ３ 年 以 内 ）  
３  ３ ２ 万 ５ ０ ０ ０ 円  

４ 年 目 及 び ５ 年 目  

（ ３ 年 を 超 え ５ 年 以 内 ）  
４  ３ ３ 万 円  

 （ 注 １ ） た だ し 、 一 般 財 団 法 人 自 治 体 国 際 化 協 会 か ら の 通 知 等 に よ り 、  

    報 酬 に つ い て 例 外 的 な 取 扱 い が 示 さ れ た 場 合 は そ れ に 従 う 。   

 （ 注 ２ ） た だ し 、 一 般 財 団 法 人 自 治 体 国 際 化 協 会 か ら の 通 知 等 に よ り 、  

    特 例 と し て ６ 年 目 以 降 も 任 用 す る 場 合 に は 適 用 号 給 を ４ と す る 。  

   

 

 

別 表 第 ２  

任 用 期 間  
年 次 有 給 休 暇  

付 与 日 数 
任 用 期 間  

年 次 有 給 休 暇  

付 与 日 数 

１ 月 以 内 の 場 合  ２   ７ 月 以 内 の 場 合  １ ２  

２      〃  ３   ８       〃      １ ３  

３      〃  ５   ９       〃      １ ５  

４      〃  ７  １ ０      〃      １ ７  

５      〃  ８  １ １      〃      １ ８  

６      〃  １ ０  １ ２      〃      ２ ０  

 

 


